★名古屋支部例会　　　　　　　2008年3月8日（土）14:00～16:30
会　場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、池村俊彦、平澤康男、清野千代子、長谷部孝男、
大倉正敏、後藤俊樹　（７名）
話　題：
1． 東亜天文学会　評議委員会　報告（吉田）
総会　2008年１１月８日（土）～９日（日）　金沢
2． ペルーに落ちた隕石（？）続報（吉田）

大塚勝仁氏　ペルー地球物理研究所イシツカ氏は直径3インチの隕石破片を入手、調査した、Hコンドライトとのこと。（スペースガード協会『ASTEROID』による）
直径14ｍ深さ３ｍのクレーター形成後、中の水が沸いて湯になっていたのを現地住民が確認したなど。
3． 球面三角法について（後藤）

天球で星座の恒星がつくる球面三角形について高校生に話したところ、よく理解してくれたとの報告。春分の日について調べる予定。
4． 月面の写真（長谷部）

２月１９日撮影　アリスタルコス付近　円錐図法／投影法（自作ソフト）による座標回転と拡大縮小の座標変換による月面写真の合成画像。
基準となるクレーターを定め、月の秤動の影響を補正する画期的方法。
5． 富山市天文台（富山市科学文化センター付属施設）の望遠鏡（吉田）
流星会議で富山市天文台のCONTRAVES（ナスミス式１ｍ反射）望遠鏡を紹介。ナスミス焦点は接眼部の高さが一定なので見学者の眼視観測がし易く公開観測会に有利な様子です。
６．人工衛星の観察（大倉）
　　報道された情報から、極軌道の明るい軍事衛星の観察に成功しました。
7． いろいろな話題
２００８年は３月２０日が春分の日。春分の日の決まり方についてから、
昨年１２月、OAA長谷川一郎　会長のお話された旧暦（天保暦）からグレゴリオ暦への暦の変遷についての話題へと広がりました。
詳細は[東亜天文学会　名古屋支部]　「http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/」ホームページをご覧ください。　　　　　　　　　（報告者　後藤俊樹）
